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MEDIUMが手掛けたレ
ザー・プロダクト・ブラ
ンド「withy」。革の卸問
屋ならではのバリエー
ションの豊富さで、老若
男女に受け入れられる
ようなベーシックなデザ
インにした。
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中小企業経営者がデザインを導入するときの基本的な知識や、デザイン開発を円滑に進めるための
ポイントについて、協働経験豊富なデザイナーの事例とともに解説します。

第1回　商品開発におけるデザインって、どういうこと ？

Design Column
デザイン活用 きほんの「き」

　
色や形だけではないデザイン

　MEDIUM・津留敬文氏、礼子氏は、葛
飾区在住で地元に密着したプロダクトデ
ザイナーとして活躍している。お二人は、
「企業とデザイナーでは立場が違うので、
デザインに対する認識が異なることが多
い。最初にとことん話し合って、デザイン
をどのように捉えているかを探り、『デザ
イン』という言葉についての共通認識を
持つことが大事」と声を揃える。
　もちろん、依頼内容がはっきりしていれ
ば具体的な提案ができるが、「なんとなく
何かつくりたい」というあいまいな相談も
少なくない。その場合は、「一緒に考えま
しょう」というスタンスでスタートする。そう
して課題や問題点を探っていくと、結果と
して、色や形だけのデザインは必要ない

場合もあるそうだ。「その企業のリソース
を最大化するときにデザイナーができるこ
とは、単純に形をつくる以外にもいろいろ
あります。特に、イメージや世界観の醸成
といったブランド構築、そしてどう売るかと
いった販売促進や販路開拓に関わること
も増えていますね」と敬文氏は説明する。
中小企業においては、社内デザイナー不
在でものづくりをしていることが多い。そ
のため、いざ自社製品をつくるとなれば、
デザインが求められるのではないか。　
　「これからのデザイナーは、手を動かして成
果物をつくるという『行為としてのデザイン』だ
けではなく、それによってなにが生み出される
かという『価値としてのデザイン』を提供してい
かなければならない。その意味では、デザイン
という言葉はより抽象的になり、デザイナーの
役割はより広がってきています」（敬文氏）

楽しい渦から生まれるもの

　企業の抱える課題はさまざまであり、デ
ザイナーによって正解の導き出し方は異
なる。その意味ではお見合いのようなも
のだ。「モノを買うときは必ず比較検討し
ますよね。デザイナーを探すときも同じ。
必ず過去の作品をみて、直接話をしたう
えで、好きか嫌いか、合うか合わないかを
見極めてほしい」（礼子氏）。
　MEDIUMは、「モノをつくるプロセスを
楽しむ」ことを重視している。「一緒に悩
んで、周りを巻き込んで『楽しい渦』をつ
くっていけると、結果としてうまくいくこと
が多い」と実感している。そのような企業
とデザイナーとの『楽しい渦』（いい関係）
から生み出されたプロダクト「withy」を
紹介しよう。

ポリプロピレン

ウィズィ

「withy」
　「革」という素材のバリエーションを活か
し、もっと気軽に普段使いができるモノが
できないか。そんな考えから誕生した
「withy」。製造販売を手掛ける株式会社
BRANCHは、浅草の革の卸である株式会
社久保柳商店が、自社オリジナル商品を開
発するために立ち上げた会社である。
　MEDIUMとの出会いは、2015年2月に
開催された「第1回町工場見本市2015」

だった。お互いが出展社として参加したな
かで、相談を受けたのがきっかけだ。「凝っ
た縫製や加工はせずに、革を抜くだけでな
にかできないか」という依頼に応えるため
に、試作品をいくつも制作して検討。最終
的には、異素材のPPと組み合わせること
で、構造上・製造上の課題を解決すること
ができた。
　こうして生まれたのは、カードケース、
マルチケース、デスクトップトレーの3種類

のアイテムである。1年後の「第2回町工
場見本市2016」にて見本を発表、2017年
3月に発売へとこぎつけた。
　MEDIUMは商品開発だけでなく、コ
ンセプト、ネーミングやパッケージ、
WEBの制作まで一貫して手掛け、ブラ
ンドの立ち上げに関わった。まさに、革
の新しい価値を創出したデザイン活用
の好事例だ。
（HPはhttp://withy.tokyo）

Case Study

Designer Profile
MEDIUM（ミディアム）
津留礼子と津留敬文によるデザインスタジオ。「ナイスなデザイン」
を標榜し、社会と人、生産者と消費者などさまざまなものの媒質
（＝ミディアム）として、プロダクトデザインの領域を中心に、商品
企画・開発、展示、パッケージなどトータルなデザイン提案を行
います。　https://www.ttsuru.com/

自社商品をデザインの力でより魅力的なものに
したいと考える中小企業が、自社にあったデザ
イナーを探すためのコラボマッチング（商談会）
を開催します。応募締切は6月30日（金）。参加
は無料です。デザイナーとの協働をお考えの方
のご参加をお待ちしております。
◆詳細はこちらから
http://www.tokyo-kosha.or.jp/support/shien/
design/collabo.html

デザイナーとの商談会開催

問い合わせ先　経営戦略課事業革新係
TEL ： 03-5822-7232　　E-mail ： senryaku@tokyo-kosha.or.jp

連載

A/カードケースとマルチケース。革とPPをベルトで止
めるシンプルなつくりだからこそ、どんな革でも製
品化できる。PPの構造は折り紙から発想を得たという。

B/商品化に向けては、ロゴやパッケージのデザイン
も重要な要素だ。アイテム自体の形が決まってか
ら、最終的な商品になるまで、3か月ほどかけてつく
り込んでいる。

C/革とPPシートを、スナップロックで留めるだけで
組み立てられる、デスクトップトレー。3サイズが一
組で、文具や小物などさまざまなものを整理するこ
とが可能。好みの色や革の質感を選ぶ楽しみがある。

ポリプロピレン

「実際に手を動かして発想すること、期待を超える提案ができるよう心がけて
います」（礼子氏）
「デザインの正解ってなにが正しいのかわかりませんが、自分のなかでは確信を
持てるまで突き詰めてから提案するようにしています」（敬文氏）
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MEDIUMが手掛けたレ
ザー・プロダクト・ブラ
ンド「withy」。革の卸問
屋ならではのバリエー
ションの豊富さで、老若
男女に受け入れられる
ようなベーシックなデザ
インにした。
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中小企業経営者がデザインを導入するときの基本的な知識や、デザイン開発を円滑に進めるための
ポイントについて、協働経験豊富なデザイナーの事例とともに解説します。

第1回　商品開発におけるデザインって、どういうこと ？

Design Column
デザイン活用 きほんの「き」

　
色や形だけではないデザイン

　MEDIUM・津留敬文氏、礼子氏は、葛
飾区在住で地元に密着したプロダクトデ
ザイナーとして活躍している。お二人は、
「企業とデザイナーでは立場が違うので、
デザインに対する認識が異なることが多
い。最初にとことん話し合って、デザイン
をどのように捉えているかを探り、『デザ
イン』という言葉についての共通認識を
持つことが大事」と声を揃える。
　もちろん、依頼内容がはっきりしていれ
ば具体的な提案ができるが、「なんとなく
何かつくりたい」というあいまいな相談も
少なくない。その場合は、「一緒に考えま
しょう」というスタンスでスタートする。そう
して課題や問題点を探っていくと、結果と
して、色や形だけのデザインは必要ない

場合もあるそうだ。「その企業のリソース
を最大化するときにデザイナーができるこ
とは、単純に形をつくる以外にもいろいろ
あります。特に、イメージや世界観の醸成
といったブランド構築、そしてどう売るかと
いった販売促進や販路開拓に関わること
も増えていますね」と敬文氏は説明する。
中小企業においては、社内デザイナー不
在でものづくりをしていることが多い。そ
のため、いざ自社製品をつくるとなれば、
デザインが求められるのではないか。　
　「これからのデザイナーは、手を動かして成
果物をつくるという『行為としてのデザイン』だ
けではなく、それによってなにが生み出される
かという『価値としてのデザイン』を提供してい
かなければならない。その意味では、デザイン
という言葉はより抽象的になり、デザイナーの
役割はより広がってきています」（敬文氏）

楽しい渦から生まれるもの

　企業の抱える課題はさまざまであり、デ
ザイナーによって正解の導き出し方は異
なる。その意味ではお見合いのようなも
のだ。「モノを買うときは必ず比較検討し
ますよね。デザイナーを探すときも同じ。
必ず過去の作品をみて、直接話をしたう
えで、好きか嫌いか、合うか合わないかを
見極めてほしい」（礼子氏）。
　MEDIUMは、「モノをつくるプロセスを
楽しむ」ことを重視している。「一緒に悩
んで、周りを巻き込んで『楽しい渦』をつ
くっていけると、結果としてうまくいくこと
が多い」と実感している。そのような企業
とデザイナーとの『楽しい渦』（いい関係）
から生み出されたプロダクト「withy」を
紹介しよう。

ポリプロピレン

ウィズィ

「withy」
　「革」という素材のバリエーションを活か
し、もっと気軽に普段使いができるモノが
できないか。そんな考えから誕生した
「withy」。製造販売を手掛ける株式会社
BRANCHは、浅草の革の卸である株式会
社久保柳商店が、自社オリジナル商品を開
発するために立ち上げた会社である。
　MEDIUMとの出会いは、2015年2月に
開催された「第1回町工場見本市2015」

だった。お互いが出展社として参加したな
かで、相談を受けたのがきっかけだ。「凝っ
た縫製や加工はせずに、革を抜くだけでな
にかできないか」という依頼に応えるため
に、試作品をいくつも制作して検討。最終
的には、異素材のPPと組み合わせること
で、構造上・製造上の課題を解決すること
ができた。
　こうして生まれたのは、カードケース、
マルチケース、デスクトップトレーの3種類

のアイテムである。1年後の「第2回町工
場見本市2016」にて見本を発表、2017年
3月に発売へとこぎつけた。
　MEDIUMは商品開発だけでなく、コ
ンセプト、ネーミングやパッケージ、
WEBの制作まで一貫して手掛け、ブラ
ンドの立ち上げに関わった。まさに、革
の新しい価値を創出したデザイン活用
の好事例だ。
（HPはhttp://withy.tokyo）

Case Study

Designer Profile
MEDIUM（ミディアム）
津留礼子と津留敬文によるデザインスタジオ。「ナイスなデザイン」
を標榜し、社会と人、生産者と消費者などさまざまなものの媒質
（＝ミディアム）として、プロダクトデザインの領域を中心に、商品
企画・開発、展示、パッケージなどトータルなデザイン提案を行
います。　https://www.ttsuru.com/

自社商品をデザインの力でより魅力的なものに
したいと考える中小企業が、自社にあったデザ
イナーを探すためのコラボマッチング（商談会）
を開催します。応募締切は6月30日（金）。参加
は無料です。デザイナーとの協働をお考えの方
のご参加をお待ちしております。
◆詳細はこちらから
http://www.tokyo-kosha.or.jp/support/shien/
design/collabo.html

デザイナーとの商談会開催

問い合わせ先　経営戦略課事業革新係
TEL ： 03-5822-7232　　E-mail ： senryaku@tokyo-kosha.or.jp

連載

A/カードケースとマルチケース。革とPPをベルトで止
めるシンプルなつくりだからこそ、どんな革でも製
品化できる。PPの構造は折り紙から発想を得たという。

B/商品化に向けては、ロゴやパッケージのデザイン
も重要な要素だ。アイテム自体の形が決まってか
ら、最終的な商品になるまで、3か月ほどかけてつく
り込んでいる。

C/革とPPシートを、スナップロックで留めるだけで
組み立てられる、デスクトップトレー。3サイズが一
組で、文具や小物などさまざまなものを整理するこ
とが可能。好みの色や革の質感を選ぶ楽しみがある。

ポリプロピレン

「実際に手を動かして発想すること、期待を超える提案ができるよう心がけて
います」（礼子氏）
「デザインの正解ってなにが正しいのかわかりませんが、自分のなかでは確信を
持てるまで突き詰めてから提案するようにしています」（敬文氏）
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